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1.はじ めに

近年，大学のユニバーサル化 [1]，情報化の進展，グ
ローバル化などの様々な社会状況の変化に伴い，大学
には多様な学生が増えている。そのため，学生の抱え
る悩みや困難は多様化し，学生相談の利用件数は年々
増加している。それにも関わらず，学生相談の人的リ
ソースは限られ，担当者の過重負担が指摘されている
[2]。今，学生相談の充実は大学にとって緊要な課題で
ある。
一方，学生相談の相談事例に対する客観的分析はあ
まり行われていない。相談事例に対し客観的分析を行
うことで知見を得て，学生相談にフィードバックするこ
とができれば担当者の負担を軽減できる。しかし，相
談事例には複雑な特徴があり，データベース化されて
いないのが現状である。
本稿の目的は，学生相談の相談事例を高度な分析が
できるように構造化して表現することである。また，相
談事例の複雑な構造を分析にかけられる表現にするこ
とは，知識表現の分野への技術的貢献が期待できる。

2.学生相談と 相談事例の構造

学生相談は学生を対象とするカウンセリングであり，
以下のような流れで行われる [3]。

1. 悩みや困難を抱えた学生が受付で相談を申し込む。

2. 受付で学生に相談申し込み票を記入してもらい，相
談の受理が行われる。

3. 相談面接を行う。

4. 相談の記録をする。

5. 面接を継続する場合は 3，4を繰り返す。

相談事例の大きな特徴について図 1を用いて説明す
る。1回の面談をセッションと言う。セッションは面談
の時系列に対応するが，その内容は本人の想起に応じ
て過去の事柄が順不同で述べられる。図 1ではセッショ
ン 1で内容 A，次のセッション 2で内容 B が語られる
が，本人の経験した時間軸では内容Bの方がAよりも
昔の出来事である。このように，担当者の記録による
時系列と本人の経験による時系列とは異なる。
また，相談内容には本人とその周辺の人物との関係
が重要な事項となる。そして，その関係構造は累積的
に変化していく。図 1ではセッション 1∼4で判明した
別々の関係が，本人の経験 1∼4に反映して変化してい
る。このような人間関係の変化を本人の経験による時
間軸に基づいて扱う必要がある。
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図 1: 相談構造の例

3.相談記録システムの設計
3.1.データ ベースの表現方法
2章で述べたような複雑な構造を扱える相談記録シス
テムを設計した。提案したスキーマを図 2に示す。矢
印は始点にある属性が終点にある属性を外部キーとし
て参照していることを表す。

図 2: 相談事例のスキーマ

セッションの日時 (相談日時)だけでなく本人の経験
した日時 (実時間)も記録することで時間軸の違いを表
現できる。1度のセッションで来談者が語る内容や，そ
れに対するカウンセラーの考えや対応は，全て“セッ
ション”という関係表の「相談内容」に文章で保存さ
れる。
人間関係は主格から対格への有向な関係で表し，開
始と終了の実時間を参照することで累積的変化を表現
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できる。本研究で扱う関係の種類には，母，父などの
家族関係や，指導教員，アルバイトなどの社会的関係，
「感謝している」，「信頼している」などの心理的関係
などがある。このように，人間関係を構造的に表現す
ることで，文章だけでは分からないような知見を得る
ことができ，事例の分析や類似度の計算などに活用で
きる。
3.2.ユーザイ ンタ ーフ ェ イ スの設計
設計した相談記録システムのメインとなる画面を図

3に示す。画面左には 1つの相談事例に属するセッショ
ンの日付と内容の 1行目が表示される。各セッション
の概要は，前章で述べた 2本の時間軸毎に並び替えて
見ることができる。その中から 1つをクリックすると
選択したセッションに関する詳細な内容が画面右に表
示される (図 3(a))。
画面右では人間関係のグラフも見ることができる (図

3(b)参照)。ノードの近くに氏名が表示され，エッジに
は関係が書かれる。1組のノード間に複数のエッジを付
けることができる。有向辺で表示されるので関係・感
情がどちらに向けられているかが分かる。

図 3: ユーザインターフェイスのメイン画面

4.評価

本研究で提案したデータ構造が，学生相談事例の複
雑な構造をどの程度表現できるか，あるいは表現でき
ないかを明らかにするため，実際の相談事例をデータ
として入力して評価を行った。入力したデータは「学
生相談と心理臨床」[4]で紹介されている相談事例の中
から抜粋したものである。データベースに入れた相談
事例のセッション数，登場した人物数，その人物間の
人間関係の数を表 1に示す。
このように多くのセッション，人間関係を含む複雑
な事例を試した結果，概ね表現することができた。イ
ンターフェイスに関しては，分かりやすく，入力もさ

表 1: 検討した相談事例
相談事例 セッション数 人物数 関係数

相談事例 1 52 8 21

相談事例 2 15 6 7

ほど煩雑ではないので，ある程度の実用性があること
が認められた。
また，以下のような課題が明らかになった。

1. 「5月頃」など曖昧な日付の扱い。

2. 1度のセッションで複数の時間的場面が述べられ
た場合の表現法。

3. 関係の種類におけるオントロジーのような形式的
表現。

4. 話者の主観により事実や人間関係の捉え方が異な
る場合の扱い。

5. ま と め

本稿では，学生相談事例をデータベース化するため
の表現方法を提案し，相談事例を記録・参照するシス
テムを設計した。また，試験的にデータを入力し評価
を行った結果，いくつか表現上の課題を見つけること
ができた。さらに，時系列を考慮した類似度の計算な
どの分析方法の考案や，秘匿性の確保などが今後の課
題として挙げられる。また，実際にカウンセラーに使
用してもらい，実用化に向けてより具体的な改善点や
追加すべき機能について検討していきたい。
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